


　2019年度第２四半期の住宅市況は、持家、分譲住宅の
着工戸数は増加したものの、貸家の着工戸数の減少によ
り、新設住宅着工戸数は全体では弱含みの推移となりま
した。こうしたなか、拡販活動に注力した結果、売上高は
前年同期比2.4％増を確保することができました。利益面
では、為替・原料価格の影響もあり、営業利益は前年同期
比27.0％増となりました。親会社株主に帰属する四半期
純利益は、前期利益引き下げ要因となった本社工場の取
壊し・整地が終了したことから、前年同期比176.5％増と
なりました。引き続き持続的成長と高収益体質の実現を
目指し、「コスト戦略」と「成長戦略」を両輪として、外部環
境に左右されない経営体質づくりに挑戦してまいります。

　生産面では、KPS（KVK Production System）活動を
柱に、為替・受注の変動に柔軟に対応できる最適生産をめ
ざし、あらゆる無駄の排除とコスト競争力の強化を目指し
ております。昨年の物流棟完成以降、工場内での作業効
率化を進めており、部品在庫棚や作業台のレイアウト、作
業者の動線の見直しによるリードタイムの短縮に取り組
んでおります。また、工場の自働化の一環として、主力製
品の生産ラインの自働化に取り組んでおり、原価低減の
効果が徐々に現われております。

代表取締役社長　末松 正幸

〜次なる飛躍に向けて企業価値を創造する〜
2019年度に81年目を踏み出したＫＶＫグループは、

さらなる飛躍をめざし、持続的な成長に向けた事業活動に積極的に取り組んでいます。

その取り組みと今後の方針などについて、

社長の末松正幸がご説明します。

上期を振り返って

業務効率化による原価低減

物流工程
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シャワー付湯水混合水栓
5,605百万円

2019年度第2四半期

品目別売上高構成比

その他
2,090百万円

17.3％

24.2％

12.2％ 46.3％

単独水栓
1,474百万円

湯水混合水栓
2,935百万円



　お客様のところに頻繁に足を運び、お客様のニーズ
を収集し、製品づくりに活かしております。今期は、外国
人観光客の増加に伴い需要が高まるホテル業界から「部
屋・浴室とトータルコーディネートができるシャワーを」と
の要望に応え、オーバーヘッドシャワーのラインアップを
強化しました。また、水栓の清掃性に対する要望に応え
て、汚れが付いても簡単に拭き取ることが出来るように、
水栓の外観部に撥水膜コーティングを施した浴室用水栓

「KF800THS」を発売しました。その他に、創業80周年記
念モデルとして昨年発売した浴室用水栓・キッチン用水栓
の同シリーズとして、「少しの上質」をエッセンスとするデ
ザインコンセプトを共有した、洗面用水栓「FSL120DET」

　ここ数年に渡り、生産機能、本社機能および物流機能の
本社工場（旧富加工場）への集約を進め、一貫生産体制の
基盤が整いました。現在、受注から生産、出荷まで全工程
に渡り業務の効率化を進めております。今後は、各工程間
の連携強化、製造工程自働化に取り組みながら、さらなる
効率化を目指してまいります。
　また、企業が成長していくためには、工場や機械設備へ

　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要政
策の一つとして位置づけ、次なる成長への投資に必要な
内部留保などを勘案しつつ、業績に応じて株主還元に充
てることを利益配分の基本的な考え方としております。

　海外市場での販売を成長戦略と位置づけ、５月に、上海
において開催された世界最大規模の中国国際キッチン＆

　中間配当につきましては、当初予想通り１株当たり22円
とさせていただきました。期末配当につきましては、22円
を見込んでおります。

の投資だけでなく、人財への投資が不可欠だと考えており
ます。切磋琢磨できる環境を整え、次世代を担う社員の教
育にも力を入れてまいります。
　これからも、次なる飛躍に向けてお客様から選ばれ続け
るよう企業価値を高めてまいります。株主の皆様におかれ
ましては、変わらぬご支援、ご指導を賜りますようお願い
申し上げます。

中間配当金 期末配当金
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※2017年10月1日付の株式併合に伴い、2015年度期首に株式併合が行われたと仮定して算出しています。
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1株当たり配当金／連結配当性向の推移

ＦSL120DET

上海展示会

KF800THS

お客様の声を活かした製品づくり 次なる飛躍に向けて

株主還元について

海外市場での販売力強化

を発売しました。水栓金具のスタンダード品としてのある
べき姿を見直し、高いデザイン性と使い勝手の良さを両
立しました。
　これからもお客様の声を活かした製品づくりに努め、お
客様の期待を超える商品やサービスを生み出し続けてい
きたいと考えています。

バス設備展示会に初出展し、ブランドイメージのアップに
取り組みました。また、中国国内においては、６月に大連市
内にショールームを設置し、メイド・イン・ジャパン品質の
強みを訴求しつつ販売力の強化に努めました。
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資産の部  +432 負債・純資産の部  +432
■ 四半期連結賃借対照表の概要 （百万円）

2019年3月31日現在 2019年3月31日現在
2019年9月30日現在

支払手形及び買掛金の減少
営業外電子記録債務の減少

役員株式給付引当金の増加

利益剰余金の増加

現金及び預金の増加
電子記録債権の減少 
たな卸資産の減少

+750
△201
△201

△113
△77

＋18

+553
機械装置及び運搬具(純額)の減少
投資有価証券の増加
退職給付に係る資産の増加

△109
+135
+104

■ 四半期連結キャッシュ・フロー計算書の概要（百万円）

2019年4月1日現在
2019年9月30日現在

税金等調整前当期純利益
減価償却費
売上債権の減少
たな卸資産の減少
法人税等の支払

+1,127
+421
+266
+163
△89

配当金の支払 △226

有形固定資産の取得
投資有価証券の取得

△733
△151

売上高
住宅市況は新設住宅着工戸数が全体では減少傾向で推移す
るなか、拡販活動に注力し、前年同期に比べ283百万円増加し、
12,106百万円となりました。

流動資産・流動負債／純資産の部
流動比率は、前期末に比べ、4.7ポイント増加し、234.6％となりました。　自己資本比率は、前期末に比べ、0.6ポイント増加し、73.3％とな
りました。

営業利益
売上増加のほか、為替、原料価格の影響もあり、前年同期に比べ
220百万円増加し、1,038百万円となりました。

※見通しに関する注意事項 ： 業績の見通しは現時点での予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。様々な要因により、変動する可能性があります。
※記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しています。　※百分率（％）は小数点第二位を四捨五入して表示しています。 ※記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しています。

１株当たり四半期（当期）純利益（EPS）
（円）

※期中平均発行済株式総数（自己株式数除く）で算
出しています。

※2017年10月1日付の株式併合に伴い、2017年
度期首に株式併合が行われたと仮定して算出し
ています。

売上高
（百万円）

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

■ 第2四半期　　■ 通 期　　  見込

（百万円）
営業利益

（百万円）

自己資本
（百万円）

総資産
（百万円）
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25,656 25,65626,088 26,088

15,111

6,574

442

18,639

+161

△63

+8

+487

6,510

451

10,545
+271

15,272
流動資産

流動負債

固定負債

19,126
純資産

10,816
固定資産

連 結 財 務 デ ー タ Financial Data

2,961

現金及び
現金同等物の

期首残高

3,712

現金及び
現金同等物の
期末残高

+1,844

営業活動による
キャッシュ・フロー

△821

投資活動による
キャッシュ・フロー

△240

財務活動による
キャッシュ・フロー

△30

現金及び
現金同等物に
係る換算差額

+750

24,152

113.06

25,656
18,639

1,813

924

24,550

167.56 25,775
18,600

2,175 1,39524,500

173.55 26,088
19,126

1,850
1,400（見込）

（見込）

（見込）

（見込）

2017

2017 2017
（期末）

2017

2017 20172019

2019 2019
（第2四半期末）

2019

2019 20192018

2018 2018
（期末） （期末） （第2四半期末）（期末）

2018

2018 2018（年度）

（年度） （年度） （年度）

（年度） （年度）

11,822

34.07

817

281

11,764

78.66

946 65412,106

96.54

1,038
779



「ワンタッチ式水栓」として、
よりコンパクトなモデルを目指しました。

撥水膜コーティング加工が水を弾く
新しいサーモシャワーを発売。

　指で押すだけのカンタン操作で湯水の出し止めができるワンタッチ式
の壁付サーモスタット式混合水栓「FTB160KRN」を開発、2020年2月に
発売します。
　高齢化が進むに伴って、浴室用サーモシャワーにも使いやすさや安全
性への要望が高まっています。ワンタッチ式水栓KF3070シリーズ（ラク
ダス水栓）も発売から４年が経ち、お客様から使い勝手には高評価を頂く
一方で「もっと小さく」「もっと軽く」といったご意見も多くいただきました。
そこで今回、外観の部品構成を大幅に見直すことでよりボリュームを抑え
たシンプルなデザインに一新しました。
　曲面の組み合わせによりボリュームを抑えつつ、スリム化を図りました。
本体カバーからハンドルまでの凹凸を少なくすることでシンプルな印象に
仕上げ、一体的な傾斜をつけることで水栓上面に水が貯まりにくく清掃性
も向上させました。また外観を樹脂化することで色の一体感を持たせつ
つ軽量化を図り、樹脂成型特有の艶消しの表面処理にすることで浴室に
合わせやすい上品な印象を持たせています。

　8割以上のユーザーが、週に一度以上お風呂を掃除し、そのうち約７割
がお風呂掃除を「嫌い」「どちらかと言うと嫌い」というデータがあります。
詳しく見ると「頑固な汚れが多くあまり綺麗にならない」「ゴシゴシ汚れを
こするのが重労働」が主な理由でした。こうした、ユーザーの困りごとを解
消できないか？と検討を重ねた商品です。
　水栓本体に撥水膜コーティング（特殊フッ素コーティング）を施すことに
より、水をはじき、水アカや汚れが付きにくくなります。
　また、水アカや汚れが付いた場合でも
カンタンにふき取りができ、水栓の輝きが
長持ちします。

樹脂化することで安っぽく見られないよう艶消しの表面処理を
全体に施しながら、単調にならないようボタン操作部のみ艶を
残すことでアクセントとしました。また、シャンプーなど目を閉じ
ている時でも、カランとシャワーのボタンの判別ができるよう、
カラン側のボタンに凸を設け、押し間違いを防止しています。外
観を一新し、デザイン性だけでなく操作性、安全性を一層高め
た本商品をぜひ使ってみてください。

家事の中でも、お風呂掃除は重労働です。水アカ汚れを落とす
のも一苦労でした。しかし、この撥水パワーサーモ水栓であれば、
水アカや汚れも付きにくく、汚れが付いた時も、サッと拭き取れ、
気持ちよく掃除ができます。水栓の美しさが長続きするので面
倒だった毎日のお手入れが楽しくなります。
ぜひご利用ください。

（右）開発部 商品企画課 係長  濵口 皓太
（左）開発部 設計一課 副主任  矢口 翔平

営業推進部 アクアショップ課
福井 明子

FTB160KRN KF800THS

営
業
の

声

開
発
の

声

※水アカや汚れの取れやすさについては、
　当社で比較した結果です。

撥水膜コーティング（特殊フッ素コーティング）

水栓素地

ニッケルクロムメッキ面

特殊フッ素コーティング面

水をはじく撥水効果

撥水パワーサーモスタット式シャワー
2019年6月発売

サーモスタット式シャワー（タッチサーモ）
2020年2月発売予定
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2019年9月30日現在

株主様の住所変更、買取請求など各種お手続きの窓口につきましては、株式のご所有状況によって異なりますので、ご留意ください。

2019年9月30日現在

商号

創業 1939年2月5日
設立 1949年1月25日
資本金 28億 5,493万 4千円
主要営業品目 1.

2.
3.

水栓金具
サーモスタット式シャワー・湯水混合水栓
シングルレバー式シャワー・湯水混合水栓
定量止水付サーモスタット式シャワー・
湯水混合水栓
2ハンドル式シャワー・湯水混合水栓
洗髪シャワー、単独水栓、自動水栓
継手、排水金具
水栓部品

本社 岐阜県加茂郡富加町高畑字稲荷641番地
〒501-3304
Tel （0574）55-1120

工場 本社・飛騨古川
支社 東北･関東･関西･西日本
営業所 札幌･盛岡･仙台･宇都宮･さいたま･千葉･東京･

東京特需･横浜･多摩･名古屋･大阪･大阪特需･
岡山･広島･福岡･鹿児島

出張所 つくば･新潟･静岡･北陸･京滋･神戸
従業員数 808名（連結1,284名）
子会社 大連北村閥門有限公司（中国）･

KVK PHILIPPINES, INC.
役員 代表取締役社長 末松 正幸

取締役 小関 智晶
取締役 坪田 充夫
取締役 藤井 邦彦
取締役 杉山 正直
取締役 長濱 卓美
取締役（社外） 奥田 真之
常勤監査役 森田 恭二
監査役（社外） 杉浦 勝美
監査役（社外） 森　 裕之

株式の総数 発行可能株式総数 23,120,500株
発行済株式の総数 8,347,078株

株主数 1,189名
大株主 株主名 持株数（百株） 持株比率（％）

有限会社北村興産 11,324 13.56

KVK取引先持株会 4,032 4.83

株式会社十六銀行 4,000 4.79
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口） 3,029 3.62

岐阜信用金庫 2,935 3.51

元気なぎふ応援基金 2,695 3.22

北村博志 2,685 3.21

北村嘉弘 2,645 3.16

北村和弘 2,628 3.14

末松容子 2,575 3.08

所有者別株式分布状況

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 6月

定時株主総会の基準日 3月31日（その他必要のある場合は、あらかじめ公告した日）

配当の基準日 期末配当 3月31日
中間配当 9月30日

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

単元株式数 100株

公告方法

電子公告
※掲載先インターネットホームページ　http://www.kvk.co.jp/
　ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合は、
　日本経済新聞に掲載して行います。

株式のご所有状況 お問い合わせ先

証券会社等の口座をご利用の場合 お取引口座のある証券会社等

「特別口座」に記録されている場合
〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行　証券代行部
Tel：0120-782-031（通話料無料）

※支払期間経過後の配当金に関するお問い合わせは、三井住友信託銀行株式会社 証券代行部にお願いいたします。

（注）1.

2.

単独の従業員数には、当社から他社への出向者を除いています。
また、連結・単独の従業員数には、臨時社員を含めています。
すべての社外取締役および社外監査役を国内の金融商品取引所が定める
独立役員として指定しています。

（注）1.

2.

大株主の持株比率は、自己株式（207株）を控除して算出し、小数点３位以
下を切り捨てて表示しています。
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）の所有株式数のうち、
信託業務に係る株式数は、302,900株であり、役員向け株式交付信託が
保有する当社株式238,000株、従業員向け株式交付信託が保有する当社
株式29,800株が含まれております。
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会 社 情 報 Information

会 社 概 要 株式の状況 株主メモ

■ 株式に関するお問い合わせ先

◦外国法人等
　162,800株
　1.95%

◦金融商品取引業者
　13,348株
　0.16％

◦金融機関
　1,183,900株
　14.18％

◦個人･その他
　3,996,607株
　47.88％

◦その他の法人
　2,990,423株
　35.83％
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